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○災害廃棄物処理 仮置場運営の流れ

フ ェ イ ズ 誰が 誰に 何を ど う する

岡崎市 愛産協
仮置場配置計

画

岡崎市と 愛産協が協議し 【 仮置場配置計画】 を作成する 。 又

岡崎市と 愛産協が協議し 【 １ 次仮置場運営マニュ アル】 を確

認・ 修正を行う 。 【 ①大規模災害発生時の連絡フ ロ ー】 を毎

年6月末ま でに見直し を行う 。

愛産協 協会員 教育 【 １ 次仮置場運営マニュ アル】 を 周知する 。

速やかに 岡崎市 仮置場決定 岡崎市の災害廃棄物処理計画によ り 一次仮置場設置を 決定。

24h以内 岡崎市 愛産協 仮置場準備 【 ①大規模災害発生時の連絡フ ロ ー】 で愛産協に協力依頼。

27h以内 愛産協 協会員 仮置場準備
該当支部に岡崎市から の支援要請を 伝え、 支部は支部内に支

援要請を 伝え、 仮置場管理者を 決定する 。

36h以内

支部

仮置場

管理者

岡崎市

仮置場

担当

仮置場準備
岡崎市と 愛産協が協議し 【 ③仮置場の設置業務の主な内容】

を 確認する 。 岡崎市は仮置場開設に係る 周知を行う 。

速やかに
岡崎市

協会員
仮置場準備

【 ②仮置場備品リ ス ト 】 によ り 備品の準備を 開始、 【 ③仮置

場の設置業務の主な内容】 によ り 仮置場の準備を 開始。

72h以内
岡崎市

協会員
仮置場開設

上記準備と 平行し て岡崎市の確認の元、 受入を開始する 。 受

入開始ま でに【 仮置場配置計画】 によ り フ ェ ンス 及び基礎の

撤去を 行い、 動線、 災害廃棄物の区画ができ ている こ と 。

受入中 協会員 仮置場運営

【 ④仮置場の運営・ 管理業務の主な内容】 に従い仮置場の運

営を行う 。 受入の可否に関し ては【 ⑤受入お断り 物】 を 参考

に行う 。

受入中 協会員 仮置場処理

仮置場での処理は【 ⑥災害廃棄物処理先一覧】 によ り 、 分

別、 破砕等を 行い処理先に搬入可能な車両で搬出を行う 。 搬

出履歴を 残すため産業廃棄物管理票を 代用し 【 ⑦管理票運用

ルール】 によ り 管理票を 交付・ 回収を 行う 。

受入中 協会員 仮置場管理
仮置場管理の詳細は【 ⑧災害廃棄物（ 片付けごみ） 対応マ

ニュ アル、 参考様式】 を 参考に実施する 。

業務終了 協会員 仮置場復旧
【 ④仮置場の運営・ 管理業務の主な内容】 によ り 原状復旧を

行う 。

○資料

【 仮置場配置計画】 目的： 仮置場毎に配置計画を立案し 、 速やかに受入を行う 。

⑦管理票運用ルール

 ⑨仮置場配置計画案（ 一般廃棄物最終処分場（ 才栗町） ）

 ⑩仮置場配置計画案（ 八帖ク リ ーンセンタ ー仮置場（ 八帖南町） ）

平時

発災

【 仮置場運営マニュ アル】 目的： 仮置場での実施事項をま と める 。

①大規模災害発生時の連絡フ ロ ー

⑧災害廃棄物（ 片付けご み） 対応マニュ アル、 参考様式： 出典JDTS

・ 災害廃棄物処理 仮置場運営の流れ

②災害廃棄物仮置場備品リ ス ト

③仮置場の設置業務の主な内容

④仮置場の運営・ 管理業務の主な内容

⑤受入お断り 物

⑥災害廃棄物処理先一覧
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① 大規模災害発生時の連絡フ ロ ー 

※黒塗り の部分は毎年更新 

岡崎市環境部廃棄物対策課 

電話: 0564-23-6834（ 平日）、 0564-23-6000（ 夜間・ 休日）  

 FAX: 0564-23-6536 E-mai l :  hai ki but su@ci t y. okazaki . l g. j p 

課長       

係長        

非常配備中              

 

 

協会の災害対策本部 電話: 052-332-0346 FAX: 052-322-0136 

E-mai l : i nf o@ai sankyou. com 

  主             （ 休み・ 夜間）  

副              

 

協会の災害廃棄物処理特別委員会 

委員長                 

             

副委員長              

                              

副委員長              

             
 

 

各支部の統括責任者・ 副責任者 

支 部 名 

統括責任者氏名 

（ 携帯電話・ ﾒ ﾙーｱﾄﾞ ﾚｽ）  

会 社 名 

（ 会社電話）  

副責任者氏名 

（ 携帯電話・ ﾒ ﾙーｱﾄﾞ ﾚｽ）  

会 社 名 

（ 会社電話）  

西三河支部 

        ）  

                ）  

        ）  

                ）  

        ）  

                ）  

        ）  

                ）  

        ）  
                ）  

        ）  

                ）  
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②災害廃棄物仮置場備品リ ス ト

数量
岡崎市

準備

愛産協

準備

12台 〇

2台 〇

800枚 〇

2台 〇

2台 〇

× 〇

× 〇

12台 〇

20m 〇

〇

〇

1540m 2 〇

42m×3ｍ 〇

20台 〇

適宣 〇

〇

適宣 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

ロ ーダー
才： 1.5WL×1台

八： 1.1WL×1台

敷鉄板 1.5ｍ*3ｍ

高圧洗浄機 タ イ ヤ洗浄

品目 備考

仮置き 場関連

ユンボ
才： 0.7BH×6台 0.45BH×2台

八： 0.7BH×2台 0.25BH×2台

A型バリ ケード 市民入口2箇所

虎ロ ープ

看板 行政が用意

発電機

防火水槽 10㎥

簡易台貫 不要

消火器

土嚢袋

簡易ト イ レ 断水時は必要に応じ 準備

区画線
単管パイ プ、 カラ ーコ ーン、 Ａ 型バリ ケー

ド 、 ト ラ ロ ープ

ブルーシート

飛散防止用ネッ ト

ヘルメ ッ ト ・ 作業服 各自持参

安全靴 各自持参

安全反射ベス ト 各自持参

防犯カメ ラ 搬入車両の確認、 防犯対策

作業用関連

熊手 ゴミ 拾い用

メ ジャ ー

ス タ ッ フ 赤白メ ジャ ー

ゴーグル 各自持参

軍手 多数

ト ング ゴミ 拾い用

吸い殻入れ

マス ク 防塵用

ト ラ ンシーバー 場内連絡用
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2台 〇

2台 〇

12脚 〇

9本 〇

2台 〇

2台 〇

2台 〇

2台 〇

2台 〇

2台 〇

20個 〇

〇

2台 〇

4個 〇

10セッ ト 〇

2個 〇

2個 〇

4個 〇

必要数 〇

必要数 〇

× 〇

※発災直後の混乱時に、 手に入ら ないも のは双方協力し 、 確保に努める 。

事務所関連

コ ンテナハウ ス 4坪・ 事務所（ 受付） ・ 作業員休憩所

発電機

冷蔵庫

複写機

LAN設定

椅子

机

空調機

紙 A4、 B5、 1セッ ト ずつ

カメ ラ ケーブル

ゴミ 箱 ビニール袋

ホワ イ ト ボード ペン・ ク リ ーナー・ 磁石持参

キャ ビネッ ト 書類保管用

マグネッ ト

手洗いタ ンク ト イ レ 用

書類バイ ンダー

ガムテープ

ト イ レ ッ ト ペーパー ティ ッ シュ

管理票 100枚*10セッ ト （ 印字済み）

管理票記載用ボード ク リ ッ プボード

伸縮式ホワ イ ト ボード ダンプ写真用
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③仮置場の設置業務の主な内容 
（「 才」 一般廃棄物最終処分場（ 才栗町）、「 八」 八帖ク リ ーンセンタ ー災害廃棄物仮置場（ 八帖南町））  
 愛産協は以下の内容を 実施する 。  

事 項 内 容 

整地・ 養生 

・ 保管場所が平地でない場合は、 整地を 行う 。  

・ 整地後、 仮置場設置前の土壌汚染の有無を 確認する ため、

土地の形状に合わせて土壌を 採取、 分析する 。  

・ 有害物質を含有する 家電、 危険物等を 保管する 場所には地

表面を ブルーシート 等で養生する 。   

搬入車両の導線 

・ あら かじ め場内案内図を 提示する など 、 搬入車両が円滑に

動ける よ う 誘導する 。 ま た、 場内の通行ルールを 示す標識

等を設置し て交通事故の防止を 図る 。  

・ 場内で車両の渋滞が起こ ら ないよ う に導線を確保する 。  

・ 車両通行導線には、 鉄板等を 敷く 。  

作業用重機の 

調達 

・ 粗選別作業、 災害廃棄物の積み込みが行える よ う に、 バッ

ク ホウ 、 ホイ ルロ ーダー等の重機を 手配する 。  

散水設備 
・ 粉じ ん対策と し て、 車両のタ イ ヤ洗浄、 災害廃棄物保管及

び粗選別時の散水用の散水設備（ 高圧洗浄機） を 設ける 。  

フ ェ ンス の設置 

八仮置場における 作業が周辺環境へ影響を 及ぼすこ と を防止

する ために、 廃棄物等が飛散する こ と がないよ う に、 南側

敷地境界に３ ｍの飛散防止ネッ ト の設置を 行う 。  

雨水対策 
・ 仮置場に水たま り ができ ないよ う に、 雨水の排水が十分行

える よ う に配慮する 。  

看板の設置 

・ 災害廃棄物の荷下ろし 時に、 分別区分がわかる よ う に看板

を 設置する 。 ま た、 必要に応じ て視覚的にわかり やすいよ

う に「 見せごみ」 の配置を行う 。  

入口ゲート  

・ 搬入車両の確認及び防犯対策のため、 入口付近に防犯カメ

ラ を設置する 。  

才一般廃棄物最終処分場の道路ゲート を閉じ る こ と によ り 、

時間外の搬入を防止する 。  

八仮置場搬入時間以外は、 仮置場内に進入でき ないよ う に入

口にゲート （ A型バリ ケード 等） を 設置する 。   

管理ス ペース  ・ 仮置場運営担当者や場内作業員用の現場ハウ ス を 設ける 。  
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④仮置場の運営・ 管理業務の主な内容 

愛産協は以下の内容を 実施する 。  

事 項 内 容 

仮置場の受入条

件、 受付業務 

・  受入れる 廃棄物は次のも のと する 。 それ以外の廃棄物に関し て

は、 その都度協議する 。  

① 被災市民によ り 直接搬入さ れる 廃棄物 

② 本市の直営又は収集運搬委託業者によ り 搬入さ れる 廃棄物 

③ 災害対策本部等から 受入要請のあった廃棄物 

④ 本市の事業と し て災害によ り 解体撤去し た建物から 発生し た廃

棄物 

・ 搬入者に災害廃棄物処理申請書を 記載さ せる 。  

・ 住所記載の身分証明書等で市内の災害廃棄物である こ と を 確認す

る 。 なお、 ボラ ンティ アだけで搬入さ れる 災害廃棄物や発生現場

が不明確な災害廃棄物は原則受入れし ない。  

・ 搬入さ れる 災害廃棄物を確認後、 荷下ろし 場所の指示を 行う 。  

・ 分別さ れていない場合や不十分な場合は搬入を 認めず、 再度分別

を要請する 。  

・「 受入お断り 物」 に該当する 場合は持ち帰り を お願いし 、 適切な処

理先を 案内する 。  

場内車両誘導 
・ 災害廃棄物の種類に応じ て、 搬入車両を 適切な場内搬入場所へ誘

導を 行う 。  

災害廃棄物の 

荷下ろし ・ 積込

み作業 

・ 荷下ろし は、 搬入車両の損傷防止、 搬入者への傷害防止の観点か

ら 搬入者自身で行う 。  

・ 災害廃棄物を処理施設等へ搬出する 車両への積込み作業を 行う 。  

保管場所の 

管理 

・ 適切な分別と なっ ている か、 適宜分別状況を 確認し 、 整理する 。  

・ 粉じ ん対策と し て散水等を 行う 。  

・ 風が強い日は、 飛散防止ネッ ト やブルーシート 等の設置、 こ ま め

な散水を実施する 。  

搬出 

・ 場内が飽和状態になら ないよ う に、 搬出を優先する 。  

・ 場内の安全確保のため、 必要に応じ て搬入を 停止し 、 搬出作業の効

率化を 行う 。  

・ 搬出し た災害廃棄物の量を 把握する ため、 処理施設搬入時等に計量

を 行う 。  

処理困難物等の

選別 

・ 災害廃棄物の円滑な処理に支障と なる 有害物、 処理困難物、 腐敗

性廃棄物、 貴重品・ 思い出の品を 除去する 。  

場外車両誘導 
・ 仮置場周辺道路の渋滞が予想さ れる ため、 必要に応じ て場外搬入導

線に車両誘導員を 配置する 。  
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夜間警備 
・ 夜間は、 不法投棄や火災のおそれがある ため、 ２ 名警備員を配置す

る 。  

火災防止対策 

ア 保管の高さ 等 可燃性廃棄物（ 混合廃棄物を 含む。） の保管の高さ

は５ ｍ以下と し 、 他の保管区域と の離隔距離は２ ｍ以上と する 。  

イ  分別の徹底 カセッ ト ボンベ、 ス プレ ー缶、 ガス ボンベ、 灯油缶

（ ス ト ーブも 含む。）、 ラ イ タ ー、 バイ ク 等の燃料等を含む危険物

や、 電化製品、 バッ テリ ー、 電池等の火花を 散ら す廃棄物につい

ては分別を 徹底する 。 ま た、 可燃性廃棄物に食品系廃棄物や畳等

の腐敗性廃棄物を 混在さ せない。  

ウ  仮置場の配置 家電、 電子機器等の保管場所と 可燃性廃棄物、 混

合廃棄物等の保管場所を近接さ せない。  

エ 放熱・ ガス 抜き  数週間に一度は、 仮置場の堆積物の切り 返し を

行い、 ガス 抜き 管（ 有孔管） は当初又は切り 返し 時に設置する 。

（ 下部に砕石マウ ンド を設置し ている 際は不可）  

オ モニタ リ ング 仮置場の巡回監視を 実施する 。 ま た、 表層から １

ｍ程度の深さ の温度※１ 及び一酸化炭素濃度※２ を 測定する 。  

  ※１  80℃を 超過し ている 場合、 消防へ一報を入れる と と も

に、 法肩部等に覆土を 行い、 温度が低下する のを 待つ。  

  ※２  数百 ppmv 以上ある 場合は、 温度が低く ても 廃棄物層内部

のど こ かで燃焼が起こ っている 可能性がある ため、 詳細な

調査を実施する 。  

モニタ リ ングで異常値を 示す際は、 火災発生のおそれがある た

め、 切り 返し を 行っ てはなら ない。  

測定困難な場合にあっ ては、 仮置場の安全性評価チャ ート （ 別

紙） を用いて、 少なく と も レ ベル２ の範囲になる よ う な維持管理を

行う 。  

カ 消火対策 消火栓、 防火水槽、 消火器等を設置する 。  

キ その他 散水によ る 火災防止効果を 過度に期待せず、 保管の高さ  

や分別の徹底を 遵守する 。 火災（ 煙） の発生を 確認し た場合は、 即

座に消防へ通報し 迅速な消火活動を 行う 。  

環境対策 

・ 消毒剤、 消臭剤等を配置し 、 必要に応じ て散布する 。  

・ 害虫が発生する 箇所に、 必要に応じ て殺虫剤を 散布する 。  

・ 周辺環境を 保全する ため、 岡崎市は環境モニタ リ ングを 実施す

る 。  

・ 作業は立地環境等に十分注意し 、 振動、 騒音等によ る 周辺への影

響を 考慮し て、 深夜及び早朝の作業は極力控える 等の対策を図

る 。  

安全管理 

・ 仮置場において作業を 行う 者は、 通常の安全、 衛生面に配慮し た

服装に加え、 予期し ないアス ベス ト の搬入に備え、 必ず防じ んマ

ス ク 及びメ ガネを 着用する 。 ま た、 破傷風の原因と なる 釘等も 多
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いため、 安全長靴等を 着用する 。  

仮置場の 

運営管理 

・ 提出さ れた災害廃棄物処理申請書を 整理し 、 搬入車両数及び搬入

さ れた災害廃棄物の区分別搬入量の把握を行う 。  

・ 搬出し た車両数、 災害廃棄物の区分及び量を 把握し 、 仮置場にお

ける 災害廃棄物の区分別保管量の把握を 行う 。  

・ 上記に関する 日報を作成し 、 本市の担当者に報告を 行う 。  

風水害時におけ

る 留意点等 

・ 水分を 含んだ畳等の風水害における 廃棄物については、 腐敗し や

すく 、 発熱及び発火する 可能性がある ため、 悪臭、 害虫、 火災等

の二次災害への注意が必要であり 、 保管の高さ 、 保管方法、 消臭

及び消毒、 監視体制等に配慮する と と も に、 早期に資源化や処理

を行う 。  

・ 廃棄物が混入し ている 泥は乾燥後飛散し 苦情の原因と なる ため、

住民が排出する 場合は、 土のう 袋に詰めて排出する よ う 周知する

と と も に、 仮置場での保管はフ レ コ ンバッ グへの詰替えやシート

をかける 等の対策を心がける 。  

仮置場の 

原状復旧 

・ 仮置場の閉鎖時に原状復旧作業を 行う 。  

・ 災害廃棄物によ る 汚染の有無を確認する ため、 仮置場開設前に土

壌採取し た地点と 同様の地点で土壌の採取、 分析を 行う 。  

・ グラ ンド 表土は災害廃棄物の混入状況に合わせ、 すき 取り 深さ を

設定し 、 撤去を 行う 。  
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（ 案）  

注１  受付で罹災（ 被災） 証明書、 身分証明書の確認を受ける こ と 。   

２  ※印欄には、 記載し ないこ と 。  

担当記載欄 □罹災（ 被災） 証明書確認 □身分証明書確認 

 

災害廃棄物処理申請書 

年  月  日 

岡崎市長 様 

( 申請者) 住 所                  

 
氏 名                  

 
電 話                  

   

次のと おり 災害廃棄物の処分をし てく ださ い。  

※ 搬 入 場 所 
 □一般廃棄物最終処分場（ 才栗町）  

 □八帖ク リ ーンセンタ ー災害廃棄物仮置場 

発 生 場 所  □申請者に同じ

申請者住所と 発生場所が異なる 場合 

災害廃棄物排出者から みた申請者と の関係 

（ 例） 息子、 姪など

運 搬 車 両 番 号 
（ 例） 岡崎000 あ00-00

搬入する 災害廃棄物の種類及び量     

分 別 区 分 品 名 ※数量( 及び単位)  例 

□ 可 燃 系 混 合 物   衣類、プラ スチッ ク 製品 

□   畳    畳 

□ ソ フ ァ ー ・ 布団   ソ ファ ー・ 布団 

□ 木 く ず   柱角材、家具等の廃木材 

□ 不 燃 系 混 合 物   ス レ ート 、 壁材 

□ ガ ラ ス ・ 陶磁器   ガラ ス ・ 陶磁器類、 瓦 

□コ ンク リ ート がら    コ ンク リ ート ブロ ッ ク  

□ 金 属 く ず   金属製家具 

□ 廃 家 電   家電４ 品目、 小型家電 

□ そ の 他   その他の災害廃棄物 

 

 私（ 申請者） は、 以下の事項について相違ないこ と を宣誓し ま す。    はい ・  いいえ   

（ 「 はい」 「 いいえ」 のいずれかに〇をつけてく ださ い。 ）  

・ 岡崎市内で発生し た災害廃棄物のみを搬入し ま す。  

・ 岡崎市が指定する 分別ルールに従いま す。  

・ 車両番号およ び持込む災害廃棄物等を撮影さ れる こ と について同意し ま す。  

 
＜個人情報の取扱いについて＞ 

得ら れた個人情報は、災害廃棄物の適正な処分のために利用いたし ま す。個人情報の保護に関する 法律（ 平成15年法律第57号）
の規定によ り 、 適正な保護・ 管理を 行いま す。  

9



別紙 
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⑤受入お断り物

分類
受入

可否
支障 保管

特別な

保護具
処分

電池類
アルカリ電池、マンガン電池、密閉型ニッケル・カドミウム蓄電池、

ニッケル水素電池、リチウムイオン電池、ボタン電池
〇

有害重金属、

火災
屋内保管 ― 専門業者

蛍光管

水銀灯
〇 有害重金属 破損を回避する保管 ― 専門業者

アスベスト（ 飛散性）

アスベスト含有物（ 非飛散性）

吹付け材、保温材・耐火被覆材・断熱材、

その他石綿含有建材（ 成形板等）
× 粉じん

梱包

保管場所の表示
必要 焼却

薬品類 農薬（ 殺虫剤、殺菌剤、枯草剤） 、毒物・劇物等 ×
有害重金属、火災、

有害ガス、粉じん

屋内保管

破損物は別途容器

必要

※状況により
専門業者

有機溶剤
シンナー、塗料、トリクロロエチレン、エタノール、

ベンゼン、アセトン等
×

火災、有害ガス、

悪臭

屋内保管

破損物は別途容器

必要

※状況により
専門業者

油類 ガソリン、灯油、軽油、重油、潤滑油等 × 火災、悪臭
屋内保管

破損物は別途容器

必要

※状況により
専門業者

感染性廃棄物 注射器、ガーゼ、透析器具、点滴器具等 × 感染性
感染性廃棄物の容器

保管場所の表示
必要 専門業者

フロンガス、アンモニアガス封入機器 業務用冷凍機器、業務用空調機器等 × 有害ガス ガス回収必要
必要

※状況により
専門業者

PCB含有機器、PCB汚染物
トランス、コンデンサー、安定器、PCB が付着した土壌、

容器、ウエス等
× 土壌汚染 漏洩防止し保管 必要 専門業者

消火器 × 爆発性 ― ― 専門業者

バッテリー ×
有害重金属、

火災
屋内保管 ― 専門業者

自動車

バイク
×

ガスボンベ LP ガス、高圧ガス、酸素、水素等 ×
火災、爆発性、

有害ガス、悪臭

屋内保管

種別により立てて保管
―

専門業者

財産権有

太陽光パネル ×
有害重金属

火災、感電
裏返して保管 必要 専門業者

庭石

石垣
× ― ― ― ―

飼料

肥料
×

生ごみ、し尿 ×

種別

有

害

廃

棄

物

処

理

困

難

物
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通常時 発災時

木く ず 木製家具・ 木材・ 廃樹木、 ベニヤ板 ○ ○

木、 樹木、 根株、 丸太等： 枝払

太さ ・ 厚さ 10㎝未満1.8m 以下、

太さ ・ 厚さ 20㎝未満50㎝以下、

太さ ・ 厚さ 30㎝未満50㎝以下(縦二つ割)、

太さ ・ 厚さ 30㎝以上50㎝以下(縦四つ割)

竹： 長 さ １ m 以下、 ベニヤ板： 1.8m ×90㎝以下

破砕機へ投入能なも の

※受入条件以外： 災害廃棄物仮置場で取り 置き

八帖ク リ ーン セン タ ー

中央ク リ ーン セン タ ー
焼却

可燃物

/可燃系混合物

繊維類、 紙、

プラ ス チッ ク 等が混在し た可燃性廃棄物
○ ○

ダン ピ ン グボッ ク ス へ投入可能なも の： 45ℓ ご み袋に

入る も の

破砕機へ投入可能なも の： 1.8m ×90㎝以下

ダン ピ ン グボッ ク ス 、 破砕機へ投入能なも の

※受入条件以外： 災害廃棄物仮置場で取り 置き

八帖ク リ ーン セン タ ー

中央ク リ ーン セン タ ー
焼却

タ イ ヤ タ イ ヤ ○ ○ ホ イ ール付、 ホ イ ール無し 分別
ホイ ール付き ： 処理委託

ホイ ール無し ： 破砕機

専門業者

中央ク リ ーン セン タ ー

処理委託

焼却

布団類 布団やカ ーペッ ト など ○ ○
羽毛布団、 毛布、 シーツ 、 タ オル分別

布団： 5枚/日

羽毛布団、 毛布、 シーツ 、 タ オル： 再利用

その他布団・ 絨毯： 破砕機

※能力超過の場合災害廃棄物仮置場で取り 置き （ 可能な範囲で覆う ）

八帖ク リ ーン セン タ ー

中央ク リ ーン セン タ ー

再利用

焼却

マッ ト レ ス マッ ト レ ス （ ベッ ド 等） ○ ○ 本体、 マッ ト レ ス 分別
本体： 解体後可燃物と 不燃物分別

マッ ト レ ス ： 解体後カバーと ス プリ ン グを 分別
中央ク リ ーン セン タ ー

再利用

焼却

ソ フ ァ ー ソ フ ァ ー ○ ○ ス プリ ン グ入り 、 ス プリ ン グ無し 分別 本体： 解体後可燃物と 不燃物分別 中央ク リ ーン セン タ ー
再利用

焼却

畳 畳類 ○ ○ 10枚/日
破砕機

※能力超過の場合災害廃棄物仮置場で取り 置き （ 可能な範囲で覆う ）

八帖ク リ ーン セン タ ー

中央ク リ ーン セン タ ー
焼却

分別不可能な不燃系廃棄物

（ 微細なコ ン ク リ ート や木く ず、 ガラ ス 片、 土砂が混在し た

も の）

ー ○ ー
木く ず等が付着： 可燃物

コ ン ク リ ート 、 硝子、 土砂： 不燃物

中央ク リ ーン セン タ ー

北部一般廃棄物最終処分場

焼却

埋立

コ ン ク リ ート がら コ ン ク リ ート がら ○ ○
自身で解体し た廃材

軽貨物1台分/日
ご み袋は分別 北部一般廃棄物最終処分場 埋立

瓦 ○ ○
自身で解体し た廃材

軽貨物1台分/日
ご み袋は分別 北部一般廃棄物最終処分場 埋立

陶磁器 ○ ○ 45ℓ ご み袋に入る 程度の寸法 ご み袋は分別
中央ク リ ーン セン タ ー

北部一般廃棄物最終処分場
埋立

ガラ ス ○ ○ 45ℓ ご み袋に入る 程度の寸法 ご み袋は分別
中央ク リ ーン セン タ ー

北部一般廃棄物最終処分場
埋立

断熱材（ グラ ス ウ ール等） ○ ○
自身で解体し た廃材

45ℓ ご み袋に入る も の

ダン ピ ン グボッ ク ス 、 破砕機へ投入能なも の

※受入条件以外： 災害廃棄物仮置場で取り 置き
中央ク リ ーン セン タ ー 焼却

土砂
土嚢、 災害廃棄物や

河川氾濫に伴う 堆積物に付着し た土砂
○ ○ 10t車両以下

流木、 ビ ニール等： 可燃物

※置場超過の場合災害廃棄物仮置場で取り 置き

土砂： 不燃物

中央ク リ ーン セン タ ー

北部一般廃棄物最終処分場

焼却

埋立

鉄製家具類（ 書庫、 机、 棚等） ○ ○ 家庭生活で使用し ていたも の 中央ク リ ーン セン タ ー 再利用

鉄く ず ○ ○ 家庭生活で使用し ていたも の 中央ク リ ーン セン タ ー 再利用

リ サイ ク ル家電 エアコ ン ・ 冷蔵庫・ テレ ビ ・ 洗濯機 × × 不可 家電リ サイ ク ル法 ー

その他廃家電
家庭用電気製品

（ 石油ス ト ーブなど も 含む）
○ ○ 燃料、 電池を 取り 外し たも の

木製パレ ッ ト に収ま る も の

※置場超過の場合災害廃棄物仮置場で取り 置き
中央ク リ ーン セン タ ー 再利用

冷蔵庫等から 排出さ れる 食品類 ○ ○
ダン ピ ン グボッ ク ス へ投入可能なも の： 45ℓ ご み袋に

入る も の
ダン ピ ン グボッ ク ス へ投入能なも の

八帖ク リ ーン セン タ ー

中央ク リ ーン セン タ ー
焼却

被災によ り 使用不可と なっ た自動車、 自動二輪車

原動機付自転車
× × 不可 購入業者、 専門業者 ー

※中央ク リ ーン セン タ ー受入可能量： 約10t/日（ 災害時市民の直接持ち込み不可）

※八帖ク リ ーン セン タ ー搬入車両： 車両総重量20t、 幅2.7m 、 長 さ 6.5m 、 高さ 4m 以内

　 中央ク リ ーン セン タ ー搬入車両： 車両総重量30t、 幅3m 、 長 さ 12m 、 高さ 4m 以内

　 北部一般廃棄物最終処分場搬入車両： 車両総重量25t、 幅3m 、 長 さ 7.5m 、 高さ 4m 以内

廃自動車等

ボッ ク ス パレ ッ ト 、 木製パレ ッ ト に収ま る も の

※置場超過の場合災害廃棄物仮置場で取り 置き

腐敗性廃棄物

有害廃棄物

/危険物/処理困難物

・ ピ アノ （ ピ アノ 線のある も の）

・ 灯油やガソ リ ン 、 ガス ボン ベなど の危険物

・ 使用済み注射器など 鋭利な感染性廃棄物

・ 廃農薬、 殺虫剤など の有害物質

× × 不可 購入業者、 専門業者

金属く ず類

金属く ず

ー

⑥災害廃棄物処理先一覧【 岡崎市】
分別区分 分別細分 品目例

受入可否
通常時の受入条件 発災時受入可能な場合の条件等、 注意点 処理先 処理方法

可燃物

不燃物/不燃系混合物

不燃物

陶磁器類

ガラ ス （ ガラ ス く ず）
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⑦管理票運用ルール 

 

（ 1） 一般廃棄物最終処分場（ 才栗町）・ 八帖ク リ ーンセンタ ー及び廃棄物処分施設への搬出 

仮置場管理者は記載方法に従い、 管理票に記入を行い交付する 。 処分施設は受入日を記入し 、 仮置

場に返送する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

処分 

C1 票保管 

 

仮置場 

A 票保管 

 

運搬 

B1 票保管 

 

運搬 

B2 票返却 

 

処分 

C2,D ,E 票返却 

 

岡崎市 一般廃棄物最終処分場（才栗町） 

岡崎市担当名 

災害廃棄物 

○○m3 バラ 

可燃物・木くず 

破砕 

愛産協西三河支部・(株) 環境太郎 

A 社 

 

 西三河(株) 

車番：名古屋 130 あ 0000 

環境花子 

2025 1  27 

090-0000-0000 

二次処分先へ搬出する場合 処理：愛産協・A 社と記載 
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（ 2） 二次処分先に搬出する 場合の管理票 

処分・ 運搬・ 作業の委託について災害廃棄物は、 再委託ま で認めら れている 。 愛産協の協会員 A

社で焼却処分をし た場合、 焼却灰が発生する 。 管理型処分場 B 社（ 協会員以外） と の契約は愛産協

と 契約を行う （ 下枠： 処分先選定時の手続き ）。 二次処分先に搬出する 場合の管理票は事業者、 事業

場共に同じ 記載で、 廃棄物の名称は処理後の品目と し 、 備考・ 通信欄に処理： 愛産協 A 社と 記載を

行う 。  

   

 

○処分先選定時の手続き  

災害廃棄物は一般廃棄物のため、 廃棄物処理法施行令第 4 条 9 項に則り 、 処理先が設置さ れて

いる 受入市町村に対し 、 岡崎市（ 以下市） から 事前に通知する 。 市内であれば事後通知でも 良

い。  

 

・ 産業廃棄物設置許可を持つ処分先への搬出 

事前： 愛産協が処分先候補と 産業廃棄物設置許可の確認、 受入条件、 受入可能量を協議し 処分

先を選定 

①愛産協は市に対し て再委託承諾申請書を提出 

②市が受入市町村と 事前協議 

④市は愛産協に再委託承諾書を通知 

⑤愛産協は処理先と 再委託承諾書の通知日以降の日付で再委託契約を締結 

⑥処分事業者は「 法 15 条の 2 の 5 の届出」 を許可行政（ 市、 県） に届出 

⑦許可行政（ 市・ 県） から の受理書 

⑧を確認し 市よ り 処分先市町村に一般廃棄物処分委託通知書を提出 

⑨一般廃棄物搬出開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※一般廃棄物設置許可を持っている 処分業者は⑥、 ⑦が不要と なる 。  

愛産協 岡崎市 

① 

再委託承諾申請書 処分先 

市町村  

② 

事前協議 

③ 

承諾 

④ 

再委託承諾書 

処分 

事業者 

⑤ 再委託契約 

処分先 

市・ 県 

⑥ 

法 15 条の 2 の 5 の届出 

⑦ 

受理 

⑧ 

施行令第４ 条あら かじ め通知 

許可権者（ 知事又は政令市長） に届出 

許可権者（ 知事又は政令市長） から の受理書 

⑦を確認し 市よ り 処分先市町村に一般廃棄物処分委託通知書を提出 

許可権者 

（ 知事又は 

政令市長）  
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⑧災害廃棄物（片付けごみ）対応マニュアル、参考様式

当該マニュアルを抜粋し、岡崎市版に一部修正しています。
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豊明市長岡崎市長

岡崎市長
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様式第 23 号 

産業廃棄物処理施設において処理する一般廃棄物に係る届出書 

 

年  月  日  

 （宛先）岡崎市長 

 

 

 

 

     

 

 産業廃棄物処理施設において処理する産業廃棄物と同様の性状を有する一般廃棄物 

を当該処理施設で処理したい 

について、非常災害のために必要な応急措置として処理を開始した 
ので、廃棄物の処 

理及び清掃に関する法律第 15 条の２の５ 
第１項 

第１項及び第２項 
の規定により、次のと 

おり届け出ます。 

産業廃棄物処理施設の設置の場所  

産業廃棄物処理施設の種類  

産業廃棄物処理施設において処理する産業廃棄物の

種類（当該施設が石綿含有産業廃棄物の溶融施設で

ある場合にあっては、石綿含有産業廃棄物を処理す

る旨） 

 

産業廃棄物処理施設に係る許可年月日及び許可番号 年  月  日   第    号  

産業廃棄物処理施設の処理能力 

（当該施設が産業廃棄物の最終処分場である場合に

あっては、廃棄物の埋立処分の用に供される場所

（既に廃棄物が埋め立てられている場所を除く。）

の面積及び残余の埋立容量） 

             ｍ3／日（ ）時間 

             ｔ／日（ ）時間 

             ｍ3／時間 

             ｔ／時間 

埋立地の面積       ㎡ 

産業廃棄物処理施設に係る法第15条第１項の許可に

付された条件 
 

産業廃棄物処理施設において処理する一般廃棄物の

種類ごとの処理量（当該施設が石綿含有産業廃棄物

の溶融施設である場合にあっては、石綿含有一般廃

棄物の処理量を含む。）の見込み 

 

一般廃棄物の処理を開始する日 

（非常災害のために必要な応急措置として一般廃棄

物の処理を開始した日） 

年   月   日 

非常災害により一般廃棄物が生じた時期及び地域 時期） 

地域） 

（申請者）住 所                   

 氏 名                   

                       

 （法人にあっては、名称及び代表者の氏名）    

 電 話    (   )                    
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※事務処理欄  

注１ ※欄は、記入しないこと。 

２ 産業廃棄物処理施設の種類の欄は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第 12 条の７の

16 第１項の規定により、廃プラスチック類の破砕施設（１号）、廃プラスチック類の焼却施設

（２号）、令第２条第２号に掲げる廃棄物の破砕施設（３号）、令第２条第９号に掲げる廃棄物

の破砕施設（４号）、石綿含有産業廃棄物の溶融施設（４号の２）、令第２条第１号から第４号

の２まで及び第 11 号に掲げる廃棄物の焼却施設（５号）又は令第７条第 14 号ハに掲げる産業廃

棄物の最終処分場（６号）の別を記入すること。 

備 考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。 
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一次仮置場
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一次仮置場
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⑨仮置場配置計画案（ 一般廃棄物最終処分場（ 才栗町））  
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ゲート

2

3
4

1

ゲート

2

3
4

1

搬入ルート (一般廃棄物最終処分場 才栗町)

搬出ルート (一般廃棄物最終処分場 才栗町)

凡例
受付

警備員 4名
看板

搬入時間： ９ ～15時

搬出時間： 16時以降

1

2

3

4

5

6

7

8 9

1

2

3

4

5

6

7

8 9
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災
害
廃
棄
物
仮
置
場

秦
梨
町
側
か
ら
入
場

１

帰 路

２

災害廃棄物仮置場
場内入口

３

STOP
災害廃棄物仮置場

受付

６

災害廃棄物仮置場

４ ． ５ ． ７ ． ８ ． ９
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933.76

889.78

可燃物・可燃系混合物
金属くず

リサイクル家電・その他廃家電

布団類

マット・ソファー

不燃物 ガラス・陶磁器・瓦

畳

有害

危険物木くず

693.00
240.76

131.90
86.17 179.45

100.16

23.80368.30

洗輪場

八帖クリーンセンター（通路7.5m）

7.50m

48.00m

2
4.

00
m

30
.0

0m

54.00m

搬入車両

退出車両

⑩仮置場配置計画案（八帖クリーンセンター仮置場（八帖南町））
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933.76

889.78

可燃物・可燃系混合物
金属くず

リサイクル家電・その他廃家電

布団類

マット・ソファー

不燃物 ガラス・陶磁器・瓦

畳

有害
危険物木くず

693.00
240.76

131.90
86.17 179.45

100.16

23.80368.30

洗輪場

八帖クリーンセンター（通路7.5m）

7.50m

48.00m

2
4
.
00

m

3
0
.
0
0
m

54.00m

搬入車両

退出車両
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搬入出ルート (八帖ク リ ーンセンタ ー)

凡例
搬入車両進行方向
搬出車両進行方向

受付
警備員 4名

看板
洗輪場所

4

3

1

2

1

2

3

4 5

6

7
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１

帰 路

４

災害廃棄物仮置場
場内入口

２

STOP
災害廃棄物仮置場

受付

３

災害廃棄物仮置場

帰 路

５

帰 路
右折で退場

６

７

災害廃棄物仮置場
堤防道路から 入場
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